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 別紙のとおり、令和５年の北海道の漁業生産状況（速報）を取りまとめま

したので、お知らせします。 

 

 

 

  ○概要（別紙のとおり） 

   ・数量は約 109 万トン（前年比 95％） 

   ・金額は約 2,781 億円（前年比 87％） 

 

 

 

 なお、数量・金額とも現時点での速報値であり、今後の精査により数値は

変動します。今後、７月に概報、12 月に確報を公表する予定です。 
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【道庁プレスリリース】 



1　北海道漁業生産高（概数)［1月～12月］

2　振興局別漁業生産高

石狩 後志 檜山 渡島 胆振 日高 十勝 釧路 根室 ｵﾎｰﾂｸ 宗谷 留萌 全道計
R5速報 4 36 2 140 38 25 90 208 99 286 144 15 1,088

R4 8 42 3 136 44 26 92 189 100 303 191 17 1,151
R5/R4 53% 87% 54% 103% 86% 96% 98% 110% 99% 94% 76% 89% 95%
R5速報 21 105 20 452 111 100 86 279 375 687 447 97 2,781

R4 45 120 28 431 116 109 79 232 390 878 650 104 3,182
R5/R4 46% 88% 74% 105% 95% 92% 110% 120% 96% 78% 69% 93% 87%

※旧熊石町は渡島に算入

コンブ

（乾燥重量）

カレイ類

数量
(千ﾄﾝ)

金額
(億円)

3,182 87% 2,584
　　　　　　<その他の魚種>
　　　　　　　　　　　サ　ン　マ　：　　　 15千トン（前年比138％）、 59億円（同102％）
　　　　　　　　　　　スルメイカ　：   　   4千トン（前年比 59％）、 43億円（同 78％）
　　　　　　　　　　　ニ　シ　ン　：　　　 19千トン（前年比 92％）、 33億円（同115％）

振興局

104% 777

合計
数量(千ﾄﾝ) 1,088 1,151 95% 1,114
金額(億円) 2,781

205

その他
数量(千ﾄﾝ) 132 118 112% 151
金額(億円) 812 781

数量(千ﾄﾝ) 11 11 103% 13
金額(億円) 195 179 109%

金額(億円) 43 41 105% 44
数量(千ﾄﾝ) 18 21 85% 22

20
金額(億円) 15 15 98% 9

金額(億円) 39 27 144% 30

サバ
数量(千ﾄﾝ) 18 24 76%

101 96 106% 83

ホッケ
数量(千ﾄﾝ) 31 34 92% 36

649 58% 445

タラ
数量(千ﾄﾝ) 41 45 92% 42
金額(億円)

89% 92

サケ
数量(千ﾄﾝ) 58 84 69% 61
金額(億円) 379

74

スケトウダラ
数量(千ﾄﾝ) 112 139 80% 144
金額(億円) 85 95

イワシ
数量(千ﾄﾝ) 289 240 120% 210
金額(億円) 183 110 166%

415
金額(億円) 930 1,189 78% 826

魚種 / 区分 令和５年速報 令和４年 R5/R4 H30～R4 平均

ホタテガイ
数量(千ﾄﾝ) 378 436 87%

令 和 6 年 1 月 31 日
水 産 林 務 部 総 務 課

令和５年北海道漁業生産状況（速報）

　令和５年の北海道の漁業生産は、数量が約109万トンと前年に比べて５％の減少、金額は約
2,781億円で前年に比べて13％の減少となる見込み。

　数量は、ホタテガイやサケが減少した一方、イワシが増加したことなどにより、前年から
は減少したものの、６年連続で100万トンを超える見込み。

　金額は、ホタテガイやサケの減少などにより、前年より減少するものの、過去５カ年の平
均を上回る見込み。


	（プレス）報道発表様式
	060131_報道発表資料

